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本誌が京大生協の機関紙として1984年に誕生して以来、今まで多くの記事が書か
れてきました。
今回はその中から、特に興味深いと思われるものを採り上げてみます。

らいふすてーじ創刊

特集　いか京してますか

特集　元気の出る京都大学の話

十人十色　これからのパソコン・ワープロ 

特集　らいふすてーじ年代記

京大探偵団　『怒る人』の正体を調べよ

1984.６

1985.12

1987.７

1991.１

1993.４

1991.12

京大探偵団　桂キャンパスに潜入
2001.４

コラム　はみだしすてーじ

京大探偵団　「消えた折田先生」

1997.６

特集　「カフェテリア・ルネ」

1995.５

特集　「京大総合博物館」

2001.６

シリーズ大学改革　「教養部廃止」

1992.４

特集　「こんにちは医学部保健学科」

2003.12

特集　「らいふすてーじクロニクル」

2008.４

執筆者、誕生

1987.11

らいふすてーじの巻末といえば、そう
「十人十色」。現在は読者のおかしな投稿
と編集部員とのかけあい漫才となってい
ますが、このコーナーができた当初はマ
ジメな議論の場だったのです。
例えば第３回のこの記事のテーマは、

「これからのパソコン・ワープロのあり
方と生協に望むこと」と、非常に長くて

マジメなもの。寄せられた投稿もそれを
反映しており、読者と編集部員で真剣な
議論を交わしています。

今の十人十色からはかけ離れた内容で
すが、これもまた京大生の意識の変化の
結果といえるのかもしれませんね。

「いつからだろうか？ "いか京” とい
う言葉が差別用語として公然と使われる
ようになったのは。」
このような導入文から始まるこの記事、

内容は京大生のファッション事情につい
てのようです。

「確かに、同志社などの学生に比べ、
京大生のセンスが劣っていた
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のは事実だ。

しかし、それも過去のことでしかない。
教養部へ行けば、京大のファッションエ
リートの健闘ぶりがうかがえる。」
とのこと。この文章の真偽のほどは不

明ですが、京大生も昔からファッション
への意識は持っていたようです。ちなみ
に「教養部」とは現在の総人キャンパス
のことです。ところで、「イカ京」と「い
か京」の違いってあるんでしょうか？ ▲記事で紹介されていた京大生のファッ

ション。ノーコメント。

現在京大名誉教授の数学者、当時京大
の名物教授の森毅氏が京大のあり方から
入試制度、過去の大学の雰囲気まで、様々
なことを語っています。そんな彼の発言
をいくつか引用してみましょう。

「京大はね、妙なことやるグループが

いて、そのうちのいくつかはずっとやっ
ててもやっぱり妙で、いくつかは評判に
なってく、っていう風だね。」

「だいたい、入試なんて非合理な制度
だよ。だって教育っていうのはアホ入れ
て賢
かしこ

うすることでしょ。（笑）」

読者からの素敵な投稿による「はみだしすてー
じ」。その中で特に秀逸だったものをいくつか紹
介します。

クロスワードの当選者欄で先輩がまだ卒業で
きていないことを知った。

（法・４　村人１　2006年４月号）

在学８年、とうとうこの春、京大を「はみだす」
ことになりました。

（法・８　微風　1996年４月号）

イタズラに業を煮やした京大当局に撤
去された折田先生像。しかしその後は手
作りの像が現れるように。

総合人間学部の設置や全学共通科目の
スタートなど、京大の様々な変化を受け
ての記事。鋭い論考が冴えます。

毎年二次試験の時期になると現れる謎
のモニュメント、「折田先生像」。ちなみ
に今年はてんどんまんでした。その折田
先生とは果たして何者なのか、という疑
問を解消すべく書かれた記事です。
記事によると、折田先生は京大の前身

である第三高等学校の設立に尽力し、三
高の初代校長としても活躍しました。そ
の一方で、ふらりと寄宿舎にやって来て
は生徒と共に風呂に入るような気さくな
人物でもあったようです。

ちなみにこの記事、京大の様々な謎に
迫る「京大探偵団」の第１号。当時の編
集部員は「このコーナーはこの記事のた
めに始まった！」と言い切ったとか。
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創刊100号記念企画として書かれた記
事です。今回の「らいふすてーじクロニ
クル」はこの記事を継いだものとなって
います。その一つを紹介しましょう。

「『知得コーナー』（1984.９）、今では
もう当たり前の『テレホンカード』。な

はみだしすてーじ、スタート

1990.９

らいふすてーじって、京大生の大半よ
りも年上なんですよ。

んとカードは電電公社製です。」

この記事の「今」も現在では過去の
こととなっています。最近ではテレホン
カードもあまり見かけなくなりました。
やがては携帯電話も過去の遺物となって
ゆくのでしょうか。

正式名称は「新入り探偵、桂キャンパ
スに潜入（？）す」。今ではおなじみとなっ
た桂キャンパスまで、新入り探偵が自転
車で調査に行く、という記事。ところが
そこにはプレハブしかありません。そう、
桂キャンパスは当時まだ全く存在しな
かったのです。

桂キャンパスへの工学部の移転は
2003年に始まりましたが、未だに完全
移転は完了していません。

平成

昭和

この前、コンビニでざるそばを買ったとき、
バイトの店員が眠そうだったのでからかってや
ろうと思い、「あたためて下さい。」と言ったら、
顔色一つ変えずそのままレンジにつっこまれた
ので何も言えず、あたためられてしまった。
（工・３　ハイドレンジア　1995年２月号）

カバティ＆セパタクロー同好会をつくって、
みんなでアジア大会をめざそう。

（ブルーウェイブ　1991年１月号）

京大医療技術短期大学が廃止され、新
たに医学部保健学科が設立されました。
これで現在の京大の学部、学科がほぼ出
揃ったことになります。

オープンしたばかりの総合博物館の紹
介。社会に開かれた大学の窓口を目指す
博物館の姿が描かれています。
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春よ来い。いい加減に来い。いやホント来てください･･････。 （理・４　Lunar Cat）
⇒冬の寒さが一段と厳しくなってきましたね。本当に春が待ち遠しいです。 (ところで、今は何月でしたっけ；編)
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⇒　→→↑　→→↑ （残念、ハズレです；編）


